


聖徒の道
1989年12月 号

● も くじ

大 管 長会 ク リスマ ス メ ッセ ー ジ 1

大管長会 メ ッセー ジ
'

｢だ れ に も話 さな､いように｣
一

トー マ ス･S･モ ン ソ ン 2

｢私 たち も証 します｣ 8

本書は｢エ ンサイン｣｢ニ ューエラ｣｢フ レンド｣の

記事を抜粋した,宋 日聖徒イエス･キ リスト教会の

公式刊行物です。本書は以下の言語で出版されてい
ます。月刊一 イタリア語,英 語,オ ランダ語,サ

モア語,ス ウェーデン語,ス ペイン語,中 国語,韓

国語,デ ンマーク語,ド イツ語,ト ンが語,日 本語,

フィンランド語,フ ランス語,､ボルトがル語,ノ ル
ウエー語。隔月刊一 インドネシア語,タ イ語,タ

ヒチ語。季刊一 アイスランド語。

家庭 訪問メッセ ージ

神殿の祝福 にあずか るためのふ さわ しさ 15

戦争の さなかで味わ った不安 ロ バ ー ト･K･ヒ ル マ ン 16

｢賢 く秩 序 正 し く｣ ダ リ ン･H･オ ー ク ス 18

モル モ ンメ ッセ ー ジ 24
大 管長会:エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ンソ ン,ゴ ー ドン･

B･ヒ ンク レー,ト ーマ ス･S･モ ン ソン

十=使 徒定 員会:ハ ワー ド･W･ハ ンタ ー,ボ イ ド･

K･パ ッカ ー,マ ービ ン･｣･ア シュ トン,L･

トム･ペ リー,デ ビッ ド･B･ヘ イ ト,ジ ェーム

ズ･E･フ ァウス ト,ニ ール･A･マ ック スウェ

ル,ラ ッセル･M･ネ ル ソ ン,ダ リン･H･オ ー

クス,M･ラ ッセ ル･バ ラ ー ド,ジ ョセフ･B･

ワー スリン,リ チ ャー ド･G･ス コッ ト

顧 問:ヒ ュー･W･ピ ノ ック,ジ ー ン･R･ク ック,

ウ ィリアム･R･ブ ラ ッ ドフォ ード,キ ース･.W･

ウ ィルコ ックス

編 集長:ヒ ュ ー･W･ピ ノッ ク

教 会機 関誌テ ィレク クー:ト ーマ ス･L.･ピ ーター

ソ ン

編集 主幹:ブ ラ イアン･K･ケ リー

編集 副主幹:デ ビッ ド･ミ ッチ ェル

編集 主斡補 佐:ア ン･レ ム リン

編集 主幹補 佐/こ ど ものべ 一ジ:

デ ィエ ーン･ウ ォー カー

アー ト･デ ィレク ター:M･マ サ ト･カ ワサキ

デザ イナ ー:シ ェ リー･ク ック

制作:シ ドニー･N･マ ク ドナ ル ド,レ ジ ナル ド･.

J･ク リステ ンセ ン,ジ ェー ン･ア ン･ケ ンブ,

ティモ シー･シ ェパ ー ド,ス テ ィーブ ン･デ イ

トン

配送 部長:ジ ョ イス･ハ ン セン

特別な子供 バ ー バ ラ･B･ス ミ ス 25

予言者 ジョセブの 過 ご した ク リスマ ス ラ リー･C･ポ ー タ ー 28

タバ ナクル に迷 いこんだスズメ ロ ナ ル ド･D･ジ ョ ン 38

私が会った予言者 カ ー ラ･サ ン ソ ン 46

青少年 のペー ジ

質疑応答 34

40若 い女性 の祭典｢偉 大な女性｣を 目指 して

｢私たちは皆 さんを愛 してい ます｣ エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン

｢真 理 を守 りま し ょう｣ ア ー デ ス･G･カ ッ プ

最初の扉 白 バ ー ト･F･ジ ェ ッ ク ス 45

とて も大切 な聖 句 エ リザ ベ ス･コ ト レ ル 49
聖徒 の道1989年12月 号 第33巻 第12号

発行 所 末日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会

〒106東 京都 港区 南麻布5-10-30

電 話03-440-2354

印刷 所 株式会社 精 興社/ク 〔]スロー ド

定 年間予 絢/海 外予 約2,200円(送 料共)

半年予 約1,100円(送 料 共)

普通号150円,大 会号350円

InternationalMagazinePBMA8912JA

PrintedinTokyo,Japan.

Copyrightｩ1989bytheCorporationofthe

PresidentoftheChurchofJesusChristofLatter

daySaints.Allrightsreserved.

●定期講 読 は,｢聖 徒の道 予約 申 し込 み用 紙｣で お 申

し込 みにな るか,ま た は現金 書留 か郵便 振替(口 座

名/末 日聖徒 イエ ス･キ リ.ス ト教会 振 替 口座 番号

/東 京0-41512)に て管理本 部経 理課 へ ご送金 いた だ

けれ ば.直 接郵 送 いた し ます 。●｢聖 徒 の道｣の お

申 し込 み先 …〒106東 京 都 港 区南 麻 布5-10-30管

理本部 経理課 費03-440-2351(代 表)●｢聖 徒 の道｣

の配 送 につい て のお 問 い合 わせ …〒213川 崎市 高津

区溝 の口131/末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教会 資 材

管理 部配送 セ ンター費044-811-0417

子 ど もの ペ ー ジ

新 しい星 ド ラ･D･ブ ラ ッ ク 2

予 言者 ジ ョセ ブ･ス ミスの 言葉 5

イエ ス･キ リス トを証 した 人 々 パ ッ ト･グ ラ ハ ム 6

お もちゃばこ リッチ･ラ タほか 8

TheSe詫omMch員spublishedmonthlybザrh6ChUrch6f

JesusChristofLatter-daySaints,50EastNorthTemple,

SaltLakeCity,Utah84150.Applicationtomailat

secondlasspostageratesispendingatSaltLakeCity,

Utah.Subscriptionprice$14.00ayear.$1.50persingle

copy.Thirtydays'noticerequiredforchangeofaddress.

Whenorderingachange,includeaddresslabelfroma

recentissue;changescannotbemadeunlessboththeold

addressandthenewareincluded.SendU.S.A.and.勺
CanadiansubscriptionsandqueriestoChurchMagazines,

50EastNorthTempleStreet,SaltLakeCity,Utah

84150,U.S.A.Subscriprioninformationtelephone

number801-240.2947.

POSTMASTER:SendaddresschangestoSeitonoMichiat
50EastNorthTempleStreet,SaltLakeCity,Utah

84150,U.S.A.

表紙の説明一｢博 士たちの礼拝｣ (部 分)ク ウ ェンテ ィン･L･マ サ イ ス画。

.
TheMetroPOIitanMu$eumofArt.John StewartKennedyFund 19





2

大管長会メ ッセージ

『だ蔽にも謡 越 いように』

隠れた良い行ないは人々の前に

現われてこないかも しれま廿ん。

しか しその行ないとそれをした人とは

神の前に覚え られるのです。

第二 副管長

トーマ ス･S･モ ン ソ ン

ばらく前の ことですが,あ る人のお見舞いに大 きな

し 病院へ行 きました。その地域の病院はほ とんどが増
築を行なっていましたが,こ の病院 も例外ではありません

でした。病室の番号を聞 くために受付の所へ行 くと,そ の

席の後 ろに,増 築のために寄付 をして くれた人々への感謝

の言葉 を書いた立派な飾 り額がかかってい ました。10万 ド

ルの寄付をした人の名前は特 に,そ の飾 り額にキラキラ輝

く鎖でつるされた真鍮板の上 に,美 しい書体で刻 まれてい

ました。それも一人一人,別 々の真鍮板にです。

そこに刻 まれていたのは,世 間に広 く知 られた人々の名

前でした。実業界の大物,学 問で身を立てた人 などが名 を

連ねていました。私は彼 らの慈善行為に感謝 しました。私

の目をとらえた もう!枚 の真鍮板があ ります。それは前の

もの とは違 っていて,名 前が刻まれてい ませんで した。刻
とくめい

まれていたのは｢匿 名｣の ただひと言だけでした。私はそ

れを見てうれしく思い,一 体だれなのだろうか と考 えまし

た。その人はだれにも知 られることな く静かな喜びを味わ

ったに違いあ りません。

私は歴史 をさかのぼ り,聖 地に思いをめ ぐらせ ました。

そして私たちが このクリスマスの季節に特 に強 く思いを寄

せているお方について考えました。 そのお方はかの山上で

ご自身 の弟 子 た ちに,人 に施 しをす る ときの心のあ り方 を

説 き,次 の ように勧 告 され ました。｢自 分 の義 を,見 られ る

た めに人 の前 で行わ ない よ うに,注 意 しな さい。……施 し

をす る場 合,右 の手 の してい る こ とを左 の手 に知 らせ る

な。｣(マ タイ6:1,3)

そ して,こ の神聖 な真理 の実践 とい う ことを彼 らの心 に

強 く刻 み込 むかの よ うに,こ のお方 は群集 と共 に山 を下 り

られ ました。｢す る と,そ の とき,ひ と りの らい病人 がイ エ

スの ところに きで,ひ れ伏 して言 った,『 主 よ,み こごころ

で した ら,き よめて いただ け るので すが。』イエ スは手 を伸

ば して,彼 に さわ り,『 そ うして あげ よ う,き よ くなれ』と

言わ れた。 す る と,ら い病 は直 ちに きよめ られ た。 イエ ス

は彼 に言 わ れた,『 だ れ に も話 さ ない よ うに,注 意 しな さ

い。 ただ行 って 自分 のか らだ を祭 司 に見せ,そ れ か らモ ー

セが命 じた供 え物 を ささげて,人 々 に証明 しな さい。』｣(マ

タイ8:2-4)

匿 名 とい う言葉 は当時 におい て も貴 い意 味 を持 つ もので

した。 それ は今 で も変わ る ところは あ りません。

1915年 に豪華 船 ル シタニ ア号が大 西洋 の海深 く沈 没 して

い った とき,多 くの人 々が船 と命 を共 に しました。 この と

きの犠 牲者 の中 には人知れ ず勇気 あ る行 ない を示 した人々
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がた くさんいました。ルシタニア号 とともに海中に姿 を消

したある男の人は,ま った く泳げないのに自分の救命具を

別の女性に渡 しました。そのアルフレッド･バ ンダビル ト

という男性はアメリカの大富豪で したが,そ の ことは問題

ではありません。彼は世の宝 を与えたのではな く,自 分の

命 を捧げたのです。エマソンはこう言っています。｢指輪や

宝石 は贈 り物ではな く,単 なる代用品である。真の贈 り物

はあなた 自身の一部 を捧げることである。｣(『贈 り物』｢エ

マソン全集｣p286)

何年か前の冬,旅 客機が離陸直後 に失速 し,氷 の張った

ポ トマ ック河 に墜落 しました。 このとき,勇 敢で英雄的な

行為が数々見られ ました。中で も最 も劇的だったのは,救

助 に当たったヘ リコプターの操縦士が目撃 した男性の行動

でした。救助用のロープがもが き苦 しむひとりの生存者の

所に下ろされました。 ところが彼は命綱にすがろうとせず,

それをほかの人の体 に結わえたのです。その人が無事 に救

出されると,再 びロープが下 ろされました。しか し助 けら

れたのは別の人でした。結局5人 の人が氷の水の中か ら救

われたのですが,あ の無名の英雄はその中にはい ませんで

した。名を知 られることもな く,｢… …彼が私たちに残 した

鮮やかな印象は誉れあるもので した。｣(ス ティーブン･ス

ペンダー 『常に心に思 う人々』｢宗 教詩作品集｣ジ ェーム

ズ･ダ ル トン･モ リソン編,p.291)

命 をかけた行為でなければ,真 の贈 り物ではないという

のではありません。主の教 えに対する忠実 さを示す機会は,

日々の生活の中にた くさんあ ります。その簡単な例 を3つ

ほど紹介 したいと思います。

1.あ る冬の朝,父 親がふたりの息子を静かに起 こして

言いました。｢昨 日の夜は雪だったんだ。早 く服 を着て,明

るくならない内に近所の家の前の雪かきをしよう。｣

3人 は暖かな服に身を固めて,真 っ暗な外に出,数 軒の

家の前の雪かきをしました。父親は子供たちにひと言だけ

言い ました。｢音をたてないで。だれがしたかわか らないよ
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に書かれている所 を読み ました。｢あ なたかたは自分のた

めに,虫 か食い,さ ひかつき,ま た,盗 人 らか押 し入って

盗みたす ような地上 に,宝 をた くわえてはな らない。

むしろ自分のため,虫 も食わす,さ ひもつかす,ま た,

盗人 らか押 し入って盗み出す こともない天 に,宝 をた くわ

えなさい。｣(マ タイ619-20)

体か机の方に傾 き聖書か浮かひあかるように見 えました。

そして彼は腕の中に頭 を沈め,深 い眠 りの中に入 っていき

ました。

彼は夢の中て天の町に連れて行かれました。彼は生前の

知人 と一緒 にカイ トに迎 えられ,彼 らのために用音された

天国の家 に案内されることになりました。
一軒の美 しい家の前て止 まる とカイ トか言い ました。

｢マクレーン先生 ,こ れはあなたの家てす。お入 りくたさ

い。 この家にはもはや死 も悲しみも苦しみもありません。

あなたの昔の敵はすへて征服されたのてす。 しかしあなた

か人のためにした良い行ない,助 け,魯 め,そ して苦 しむ

人に与えた力 と愛はすへてここにあります。あなたの この

家はそれらの ものて造 られているのてす。｣(同 上)

病身の妻に献身的に尽 くした男 性や夫に早 く先立たれな

からも子供たちを立派に育てあけた母親にもそれぞれすは

らしい家か与えられました。そして,30年 もの間,病 の床

にあった女性にも同 しような家か与えられました。助 けて

くれる人 はいませんて したか,彼 女は望みを失いませんて

した。ひとつの目的を勇気 という奇跡をもって貫 き通 した

のてす。決して不平を言わす,自 分の所へ来るすへての人

に喜ひと安 らきを与えていたのてす。

ここまて来て,王 人公は早 く自分に与 えられる家か見た

いと,い て も立 って もいられない気持ちてした。彼は門番

と一緒に歩いていきましたか,居 並ふ家は段々 と小さくな

るはか りてす。最後にもの寂 しい野原にやって来 ました。

そこに見たのは,羊 飼いの小屋 とい うにもまた小 さい一軒

のあはら家て した。そしてカイ トかこう言いました。｢ソ ヨ
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'

｢私 たちも証 します｣

モルモン経 に関する現代の予言者たちの証

べ 譲 羨灘 濃 禦1野
｢私 の心の中には

,モ ルモ ン経の教 えに

従 うことによって教会全体が さらに神に

近づ く有様が思い描かれています。

そして,私 は地がモルモ ン経で満たさ

れ る有 様 も心 に思 い描 いて い ます。｣

(『モルモ ン経 で洪水の ご とく地 を満た

す』｢聖 徒の道｣1989年2月 号,p.6)

ベ ンソン大管長 と同じように,副 管長

も十二使徒 も,皆 モルモ ン経 を深 く愛 し

ています。 この｢最 も正確 な書物｣に つ

いて,彼 らは以下の ように述べてい ます。

エズラ･タ フ ト･ベ ンソン大管長

｢モ ルモ ン経 はふたつの方法 をもって

人々 をキリス トのみ もとに導いてい ます。

そのひ とつは,キ リス トとその福音 につ

魯L{紳 凡w騨脚軸.

､
､

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン大 管 長

いて率直に告げる方法です。モルモン経

はイエス･キ リス トが神 の子であ ること,
あがな

また私たちに腰い主が必要であ り,主 に

信頼 を置 くことが必要であることを証 し

ています。 さらにモルモン経 は,堕 落 と

腰罪 と福音の第一原則についても証 して

い ます。 その中には,へ りくだ る心 と悔

いる精神 を持 つことと,み たまによって

生 まれ変わる ことの必要性 も説かれてい

ます。 また,私 たちは正義を守って終わ

りまで耐 え忍 び,聖 徒 として徳高 い生活

●

を送 らなければならないことも教 えてい

ます。

第2は,キ リス トの敵を明 らかにする

方法です。モルモン経 は偽 りの教義を打
しず

ち破 り,争 論 を 鎮 め る も の で す 。(IIニ ー
けんそん

ファイ3:12参 照)ま たそれ は,謙 遜 に

キリス トに従 う者たちが,今 日の悪魔の

企てや戦略,そ の教 えに対抗できるよう

力を与 えるものです。モルモン経の中に

描かれてい る背教者のタイプは,今 日の

それとよく似 てい ます。私たちが誤 りを

見抜 き,今 日の誤 った教育や政治,宗 教,

哲学な どの概念 といかに戦 った らよいか

その方法 を知 ることができるように,神

は実に無限の先見 の明をもってモルモ ン

経 を備 えられたのです。｣(『モルモン経

は神のみ言葉である』｢聖 徒の道｣1988年

5月 号,p.3>
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ハ ワー ド･W･ハ ン ター 長老

｢私 たちは
,か つて この世で その生涯

を送 った聖書の中の予言者たちが,力 強

い証 を数多 く残 していることを知 ってい

ます。 しか し,私 たちのよきお とずれは,

新世界に生を受 けた予言者たちの言葉が,

単 に私たちに霊的な洞察力を与えて くれ

るとい うことにとどまりませ ん。私たち

がすでに聖書 を読 んで理解 している事柄

と一致 し,ま たそれ を支持する確かな証

を与 えて くれるのです。

心か ら真理 を求 めていながらまだモル

モ ン経を読んだ ことのない方は,ぜ ひお

読み ください。あなたの生活 に多大な影

響を与えることで しょう。モルモン経 は,

神 が人間に対 して どのように接 したもう

かを教えると同時に,福 音の教 えに従っ

て生活 したい という思いをさらに強めて

くれるでしょう。 またイエスについて力

強い証 を与 えて くれ ます。｣(『復活 の証

拠』｢聖 徒 の道｣1983年7月 号,p.27)

ボ イ ド･K･パ ッカー長老

｢い かなる宣教師 も会員 も
,い や,使 徒

や大管長で さえ,モ ロナイ10章45節

の約束をかなえてあげることはで きませ

ん。個人が,こ こに書 いてあるとお りに

行なって初 めて啓示 としてその人 に直接

与 えられる ものなのです。 しか しこの書

物が確かであるかどうかの質問は,こ の

書物を読み終 えてか らでなければで きま

せん。 しか も,こ の書物の中に書かれて

いる主が定 められた方法に従わな くては

なりません。そのような条件を満たすな

らば,約 束 されたように個人的な啓示 を

受 ける資格が得 られるのです。

私はモルモ ン経が真実の書であ り,イ

エス･キ リス トについての もうひとつの

証であることを皆 さんに証 します。私 は

この聖典を,一 介の軍人であったときに,

誠 心誠意読 み,そ の後,理 解を求めて願

いま した。私はそ うして啓 示 を得 まし

た。｣(『 私 の 心 の こ と』｢聖 徒 の 道｣1986

年7月 号,p.61参 照)
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マー ビン･J･ア シュ トン長老

｢最近教会に改宗 した ひと りの人 が こ

のような話 を して くれ ました。 『私 は十

代の とき,ほ とん ど施設 に入 った り出た

りしていました。 でも食べ物 はかな り良

かった し,た いがいの ことも認め られて

いて,ま んざ ら悪 い生活で もあ りません

でした。 しか しやは り退屈な生活 で,漫

画,雑 誌 など何か本 を持 っている人がい

る と,食 べ物 と引 き換えに,そ れを貸 し

て もらうようなことをよくしました。あ

る日,私 は1冊 の きれいな分厚い本 を持

っている人 を見かけました。かな り読み

ごたえのあ りそうな本で,私 は肉やじゃ

がいも,そ れに1週 間の食糧の大部分 と

取 り換 えようと申し出ました。彼はそれ
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とがありました。それは使 い古 したモル

モ ン経でした。ほ とん どのペー ジに印が

つけてあ り,丁 寧に扱っていたのでしょ

うが,あ るペ ージは端が破れ,し わが よ

り,表 紙 ははげていました。母は,モ ル

モ ン経がほかのどの本よ りも人を神 に近

づける本だ ということを,だ れか らも教

えてもらう必要はあ りませんで した。す

でに知っていたのです。母はモルモン経

を読 み,研 究 し,書 かれている事柄 につ

いて祈 り,ま たモルモ ン経を用いて福音

を教 えました。少年であった私は母のそ

のモルモン経 を手にし,母 が喜んで証 し

心から愛 したその書物の偉大 な真理 を,

母 の目を通 して理解 しようとしました。

しか しなが ら当時の私 は,モ ルモン経

の持つ深遠なメッセージを,自 分自身が

努力せずに,た だ親か ら譲 り受けるとい

うことはで きませんで した。私は誠実な

心 と強い目的意識 なしに,こ の偉大な書

物を理解で きるとは思いません。私たち

は,こ の本が真実であるか どうか,キ リ

ス トのみ名によって尋ね る必要がありま

す。……

今私は,使 い古した貴重なモルモ ン経

か ら母が理解 した ことを,私 自身の理解

の目を通 してさらにはっきりと知 ること

ができます。私たちがモルモン経の偉大

な真理に対する証 を得て,そ れにふ さわ

しい生活 を送れるよう.に祈っています。

私たちの宗教のかなめ石が,全 地 を揺 り

動かすほどの真理の重みを負 って堅 く据

えられてい ることを証 します。｣(『私た

ちの宗教のかなめ石』｢聖徒の道｣1984年

1月 号,pp.14,15,18参 照)

惣
覗

藩

ニール･A･マ ックスウェル長老

｢ジ ョセ ブを通 してもた らされた聖典

には,復 活されたキ リス トがアメリカ大

陸を訪れられたときの記述にあるように,

教 義 と美 しさがひ とつになった部分が随

所 に見 られ ます。

『〔イエスは〕 こう言 って自らも地 にひ

ざ まずいて御父 に祈 りた もうた。その祈

りは書 くことがで きないが群集の中で こ

れを聞いた者 たちは次のように証 を立て

た。

｢… …これを口で言 いあらわせ る者 も

な く,筆 で書 きあらわせる者 もな く,ま

た人間の心で想像できぬほど偉大で驚嘆

すべきものである。 イエスが,私 たちの

ために御父 に祈 って居 りたもうの を聞い

た とき,私 たちの心に満ちた喜びは人間

の想像 がで きない もので ある。｣』(IIIニ

ー ファイ17:15-17)

祝 福 されたモルモン経を真剣に研究す

る人 は,簡 潔なが ら霊的で力強い言葉の

繰 り返 しの中にさえ,複 雑 さと美 しさが

融合 した不思議な世界 を見 いだ します。

私たちが最 も必要 とするもの は与 えられ

ています。 しか し,も っと多 くの ものを

渇望す るのです。｣(『聖見者 ヨセブ』｢聖

徒の道｣1984年1月 号,pp.93-94)

懸
糠
磯

鷲 。｢

織 蟻
紀

鑛鰻

･欝

無
ラッセル･M･ネ ル ソン長老

｢私 が ウォルター リー ドの陸軍 医療 セ

ンターで働いていた ときのことです。 ご

夫婦で勤務 していた同僚がふた りで,モ

ルモンの ことについて私に質問 しました。

私はちょっとした予備知識 を与 えたあと

で,ふ た りに私のモルモン経 を貸 しまし

た。1週 間ほ どする と,ふ た りは私 にモ

ルモ ン経 を返 し,『 どうもあ りが とう』と

言うのです。

私は 『｢どうもあ りが とう｣と い うのは

どういうことですか』 と尋ねました。 こ

の書物を深 く愛する者 として,あ まりに

も見 当違 いの言葉だ と感 じたか らです。

私はこう言い ました。『たぶん,本 当はお

読みにならなか ったのではないですか。

どうぞ もう一度持ち帰って,ぜ ひお読み

になって ください。 そして,お 読みにな

った ら,ぜ ひ感想 をお聞かせいただ ける

とあ りがたいのですが。』

ふたりは再びモルモン経 を受 け取 り,

実 はただページをめ くってみただけだっ

た ことを認 めました。3週 間後,目 に涙

を浮かべなが らやって来たふた りは こう

言い ました。 『この書物が真実だ とい う

ことがわか りました。 どうしたらもっと

学 ぶことができるでしょうか。』
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藤

ジ ョセフ･B･ワ ー ス リン長老

｢幸 いな ことに
,私 は幼 い ころか らモ

ルモン経 に接 してきました。私の両親は,

神 のみ力で書かれたこの書物 を心から愛

し,よ く家でモルモン経 を使 って福音の

原則 について説明 して くれ ました。おか

げで,家 族が皆 こうした原則 を理解で き

るようになったのです。

私 は伝道中,自 分のモルモン経 を毎 日

使いました。 この神聖な書物 は,私 にと

っては格別重要な ものであり,い つも私

のそばにいる同僚のような存在で した。

現在では,そ のモルモン経 も表紙がす り

切れ,紙 がボロボロになっています。 し

か し,そ の本 をもう一度開いて読 んでい

くとき,私 の心はまた,ニ ーファイ人 や

レーマ ン人,ジ ェレ ドの民の予言者たち

の霊感に満ちた言葉 を味わ うことがで き

ます。私 は十代の ときに初めて この本を

読み通 したのですが,そ の とき,私 はそ

れがなん と神聖で感動に満ちた聖典であ

るかがわかったのです。 この霊的で貴重

な教 えについて私が これ まで蓄積 して き

た知識は,現 在,私 にとって以前にも増

して大 きな意味を持っています。私たち

の予言者であ り聖見者であ り啓示 を受 け

る者である方が,こ の神聖な書物 の大切

さをたびたび訴えてお られるので,私 に

は この書物が さらに大 きな意味 を持つ よ

うにな りました。

私は教会員がひ とり残 らずこの神聖な

書物を読むように望んでいます。 それは,

この書物が福音についてさらに深 い知識

を与えて くれるからにほかな りません。｣

鵡

詣

翻謬

鞍

憲欝･㌦

1･･'ぎ

･論 〆 綴 』1P

薄･毒

ぜ

､臥･擁･
1幽 轡 織

,

ギ､

麟/

リチャー ド･B･ス コ ット長老

｢メ キシコシテ ィー神殿の献堂式の と

きに,私 は自分の生活が変わるほ どの大

きな経験 をしました。それはメキシコや

中央アメ リカの多数の男女の指導者が出

席 した8番 目の献堂セ ッションの ときで

した。思いがけな く話を頼 まれた私 は,

心 にあふれる強い感動を伝えようと努め,

今 は亡 き幕のかなたの人々の ことを話 し

ました。彼 らは予言の成就に際 し,み 業

の新たな時代 の幕開 けを迎えるために,

奉 仕 し,苦 労 し,多 大の犠牲 を払 って基

礎 を据えた人々です。

モルモ ン経 という聖なる記録を刻み,

保護 して きた代々の予言者 のために,私

は心の願いを語 りました。私たちが読 み

もしないモルモ ン経をわきに抱 えてあち

こち歩 くこともな く,中 身を読んで考え

も実行 もせずにほこりをかぶらせた まま

家 に飾 っているのを,彼 らが見た ら悲 し

むと感 じたのです。……

モルモン経の中には誤 った言い伝 えの

影響を正 し,全 き人生 を享受す るための

教 えが神の知恵によって収 められてい ま

す。モルモ ン経は,現 代の私た ちが直面

している問題や試練の解決法 を教 えて く

れ ます。主は私たちの問題や試練 を予見

し,こ の書の中で生活上の深刻な過 ちを

正す方法 を示 され ました。 しか し,書 物

自体が閉 じられたままで読 まれ ることが

なければ,そ うした導 きも意味のない も

のになって しまいます。

私は,モ ルモ ン経 を尊び,そ れが神に

よって記 された ものであることを証する

だけでは十分でないことを,会 場 の人々

に証 しました。むしろ,そ の中に収め ら

れた真理 を知 り,そ れ を生活の中に取 り

入れ,人 々 と分かち合 う必要があるので

す。私はその場の人々に言い尽 くせぬ愛

を感 じ,モ ルモ ン経の価値 をひ とり残 ら

ずすべての人 に知 ってほしい と痛切 に思

いました。｣(『引き上 げて くれる真の友』

｢聖 徒の道｣1989年2月 号
,p.78)□
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ロ バ ー ト･K･ヒ ル マ ン

は2年 間,ア メ リカ兵 としてベ ト

私 ナムに行 っていました。ベ トナム
には,い ずれ も高温の,乾 季 と雨季のふ

たつの時期があります。今朝 も,こ こ数

週間来続 いている,気 温の高い湿った状

態で した。私は浅い溝に腰を下 ろしてい
ぐん か

ました。疲れ きっていて,泥 水が軍靴の

中に入 ってきても,血 が混 じった汚水の

悪臭が鼻をついても,い っこうに気 にな

りません。額から汗が したた り落ち,シ

ャツをぐっしょりぬ らしてい ます。蒸す

ような暑 さのために,呼 吸す ることさえ

苦 しく感 じられ ます。

私 は3週 間前か ら偵察隊の任務 に就い

ていました。 その ときは,生 き残 った同

僚たちと一緒 にべ一スキャンプへ引 きあ

げるため,迎 えのヘ リコプターを着陸地

点付近で待 っていたのです。

私は2,3日 前 からの ことを考えてい

ました。死んだ友人 のこと,生 き延 びた

人々の苦 しみ,そ してすべてに嫌気が さ

していた 自分のこと……。来る日も来 る

日も偵察に明 け暮れてい ました。昼 は敵

兵 を追跡 し,夜 は彼 らが 自分たちを捜 し

に来ないように祈 ったものです。 ところ

がいつ も敵兵 はや って来 るので した。

突然,頭 上 を.弾丸がうなってかすめ,

私 は本能的に溝にかがみ込みました。敵
そ げき

の狙撃が始 まったのです。 うか うかでき
ほしよう

ません。味方の歩哨がジャングルをうか

が っているのですが,ラ イフル射撃が ど

こか ら来たのかつ きとめられ ません。

同時 に,ヘ リコプター編隊の爆音があ

た りを揺るが し,そ の うち3機 が私たち

の後方10メ ー トル辺 りに着陸 しました。

敵 を引きつけるための機銃掃射が始 ま り

ました。交替要員の兵隊がヘ リコプター

か ら素早 く出動して溝 に伏せ,仲 間の負

傷者がかつぎ込 まれました。わずか数秒

で搭乗者は入れ替わ り,ヘ リコプターは

再び飛び立っていきました。次が私たち

の番です。｢あ と少 しだ。｣私 は立 ち上が

ってしびれた足を伸ばしたい衝動 をこら

えなが ら,自 分に言い聞かせ ました。

辺 りは再び静 まり返った ようにな りま

した。押 し殺 した話 し声 と,と きどき聞

こえる銃声以外は,静 けさを破 るものは
ふし

あ りません。ふと,r聞 いたような節の口

笛が聞 こえて きました。何の歌だ ろう。

恐れを静め,戦 い を忘れさせて くれるよ

うな音色です。私は耳 を澄 まし,辺 りを

見回 して,1メ ー トル ほど離れた ところ

に座 っている兵士 に目を留めました。名

札 はよ く見えませんでしたが,相 手は到

着 したばか りの隊の一兵卒で した。彼 は

口笛を吹 き続 けてい ます。すると,私 に

も曲名がわか りました。賛美歌の 『感謝

を神に捧げん』です。

私はす ぐさま彼 のところへはい寄 って

い き,末 日聖徒か どうか,神 権 を持 って

いるか どうか尋ね ました。そうだ,と い

う返事に,私 の胸 は高鳴 りました。数カ

月前 にサイゴン支部 に出席 して以来,ひ

とりの教会員 とも会 っていなかったので

す。聖餐を祝福で きる状態か どうか尋ね

ると,資 格 はあるという返事でした。

その日は安息日で した。 もっ とも曜 日

と日付 は,時 計で しかわか りませんでし

た。配給の乾パ ンと水筒を持 っていたの

で,一 緒に聖餐をしてほしいと頼 みまし

た。彼 はうなず きました。私たちは溝 を

はい出て,背 の高 い草や竹 の生い繁 った,

ほかの兵たちか ら見 えない場所へ移動 し

ました。

私は,徴 兵通知が来た ときに監督か ら

もらった軍人用の｢福 音の原則｣を,胸

ポケッ トか ら取 り出しました。 そして,

ヘ ルメッ トを逆 さにしてテーブルの代わ

りとし,彼 が白いきれいなハ ンカチを出

して聖餐の布に しました。 そして新 しい

同僚 と泥の中にひざまず き,乾 パ ンの包

みをあ･け,割 って祝福 したのです。私が

祈 っている間,同 僚はライフル をか まえ

て,ジ ャングルの方 を警戒 してい ました。

そして,お 互 いにパ ンを取 り合い ました。

次 に彼が武器 を置いて水筒の水 を取 り,
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｢賢 く秩 序正 しく｣

十二使徒定員会会 員

ダ リン･H･オ ー クス

私たちは死者の贋 い,

また神殿活動,

家族歴 史活動 を推 し進 めるた めに,

数多 くの面で貢献 す ることができます。

そのいずれも

ヰリス トの真の弟子としての働きと

献身を表わすものであることに

達いはあ りません。

主
なる神はモーセに向けて,神 のみ業 と栄光 は｢人 に

不死不滅 と永遠の生命 とをもたらす｣こ とにあると

言われ ました。(モ ーセ1:39)人 が不死不滅の体 を得 るこ

とは,イ エス･キ リス トの順いと復活によってすでに確実

なもの となっています。 そして私たちは,人 に永遠の生命

をもた らす というみ業の一翼を担う特権 を授けられていま

す。それが教会の使命です。

教会の使命を果たすために私たちが今 している働 きは,

福音の宣言,聖 徒の完成,死 者の贋いとい う3つ の視点に

立 って組織 されています。すでにご承知のように,こ の3

つは分かちがた く緊密に結びついています。

今か らい くつかの一般的な原則を述べたいと思います。

それはすべての末日聖徒に,自 分自身のための儀式 を受け

る とともに,先 祖のために永遠の儀式 を受けるよう励 まし

を与えるに違いあ りません。 この教会の会員は家族の歴史

を探求 します。それは生者 と死者に救いの儀式 にあずかる

機会を与 えるためです。 その理由については次 のように書

がれています。｢われ らは,キ リス トの瞭罪によ り,す べて

の人類は,福 音のおきて と儀式 とを守 ることによりて救わ

れ得ると信ず。｣(信 仰箇条第3条)

第1の 原則。神殿活動 また家族歴史活動 を推進するため､

の私たちの働 きは,主 のみ業を成 し遂 げるにふさわしいも

のでなければな りません。限られた時間の中で達成できな

かったという理由で,神 の子供たちを責めたてるような こ

とがあってはな りませ ん。ひと口に教会員 といっても,一

人一人が置かれている状況は様々です。年齢,健 康状態,

教育,住 んでいる場所,家 族に対する責任,経 済力,個 人
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的にあるいは図書館 を通 して どれだけの資料を利用できる

かなどとい う点 をはじめとして,実 に様々な状況 にありま

す。 もしこれらの違いを考慮に入れずに,働 きを求めてい

くと,み 業を進 めるどころか,教 会員 に罪悪感 を高 じらせ

てしまうような ことにもなります。

第2の 原則。死者 を順うための業の中には,な すべき事

柄が数多 くあり,教 会員は皆,特 定の時間に個々の状況に

適 した方法 を祈 りによって選択 し,み ずからの責任 を果た

してい くべきですbこ の業は主のみた まの導きと,神 権指

導者の指導の下 に行なわれるべ きものです。神権指導者は

家族の歴史に関する召 しを教会員に与え,教 会 とい う組織

体の中で こめ業 にかかわる指示 を与えていきます。

私たちに求められているのは,す べての人にすべての こ

とをするよう強いることではな く,す べての人に何かを果

たすよう励 ましを与 えることです。

教会員は死者の照い,ま た神殿活動,家 族歴史活動を推

し進めるために,数 多 くの面で貢献することができます。

その中には召 しに関連 して果たすべきものもあれば,個 人

的にできることもあります。 しかし,そ のいずれにしても

キリス トの真の弟子 としての働 きと献身を表わすものであ

ることに違いはありません。 また どの働 きも犠牲 と奉仕の

精神によってなされるものです。

私たちが最初に考 えるのは,死 者の名前 を書いた記録 を

提出して,神 殿に行 き,身 代わ りの儀式を受 けることです。

しか し,こ の業にはほかにも数多 くの責任があります。ワ

ー ド部家族歴史相談員,記 録センター宣教師,ま たマイ～:
しよつ

ロフィルムの作成,図 書館の仕事,デ ータ入力,人 名 抄
しゆつ

出などの責任で働 く人々もいます。神殿宣教師,儀 式の執

行を助 ける人,記 録係,受 付などの責任 もあります。 また

人 目につ くことなく神殿 の中で食事の準備,ク リーニング,

託児などの責任 を黙々 と果たしている人 もいます。

そして,そ のすべての人々の陰に,彼 らを支え励 ます家

族や友人がいることも忘れてはな りません。た とえば,神

殿 に参入する人々のために子守 り役 をする若い女性や,夜

遅 くまで宿泊の世話 をする夫婦なども,神 殿活動に対して

大切な働 きをしているのです。

神殿活動,家 族歴史活動の中でも非常に重要な責任のい

くつかは,家 庭 で行なわれます。 自分の家族の系図記録 を

最新の状態 に保つことや,結 び固めの儀式がすべて行なわ

れているかどうかの確認 も確かに大切なことです。 しかし,

私が ここで言及 したいのはそのような種類の責任ではあ り

ません。私たちはそれぞれ家庭 において,日 記 をつけ,家

族の覚 えの書に入れる写真やデータなどを集める責任があ

ります。

また,親 戚の人々から得 られる情報を集め記録する仕事

もあります。 さらには家族の歴史を書き,そ こか ら得 られ

るすばらしい教訓を子供たちに伝 える責任 もあります。エ

ズラ･タ フ ト･ベ ンソン大管長は次のように教えてい ます。

｢家庭 は,永 遠の価値 を持つ事柄 を教 える最適 の場所で

す。｣(『家族を永遠のもの とするために』｢聖 徒の道｣1983

年1月 号,p.104)教 会の使命達成のためになすべき重要な

責任のひとつに,言 葉 と模範によって子供たちに教会の教

えを説 き,そ れを実生活 にどう取 り入れるかを教 えるとい

う務めがあ ります。若い夫婦はあまり多 くの家族の記録 を

提 出できないとか,社 会の第一線を退いた両親のように頻

繁に神殿参入ができない という理由で罪悪感 を持つ必要は

ありません。

実際 には働 き務めていながら,自 分は教会の使命の達成

に貢献 していない と思い込んでいる人 もいます。 このよう

な思い込みは働 きが不十分だか らではな く,状 況認識が不

十分だか らです。た とえば小さな子供を幾人 も抱 えた母親

ならば,そ れぞれの家庭において,教 会の使命 を3つ の分

野すべてにおいて果た してい くことができます。子供を伝

道 に備えさせることもそのひとつです。 また神殿 を尊ぶよ

うに教え,そ こで交わす誓約に対する備 えをさせた り,日

日の生活の中で自己の完成のためにどう努力 した らよいか

'
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を教えた りすることなども,教 会の使命 を達成するための

働 きのひ とつに数えられます。

第3の 原則。教会員は福音の宣言,聖 徒の完成,死 者の

贈いの業 を教会の使命 として とらえるだけでな く,一 人一

人に与えられた責任 として考えるようにするとよいで しょ

う。教会員 は皆 この3つ の分野において何 らかの活動を継

続的に行なうべ きです。ただし,自 分が置かれている現在

の状況や力 をよく考 え,自 分の生活 を全体的な視野で とら

え,無 理のないようしなければなりません。

教会の使命の3つ の分野は互いに共通 した部分を持 ち,

決 して切 り離 して考えるべ きものではあ りません。人 を誘

って神殿 に行 く人は,死 者の瞭いだけでなく,聖 徒の完成

のために働いていることにもな ります。神殿に参入する人

は,主 の宮居の中で,教 会員同士の交わ りとみたまによっ

て強められることで しょう。成人会員には神殿で自分 自身

の儀式を受け,そ こで交わす誓約 を守 り通すように励 まし,

若人に対 しては伝道や神殿結婚に備 えるよう奨励すべ きで

す。

どこまで期待 されているのか

教会の召 しのほかに,個 人的にどれほどのことができる

のか,ま た何ができるのか という点については,ベ ンジャ

ミン王の偉大な説教の中に語 られている原則を指針 とすべ

きです。ベンジャミン王は貧しい人 を助けることな ど,｢罪

無 しに神の前を歩 く｣た めにしなければならないことにつ

いて民に教 えた言葉の中で,次 のように言いました。｢お前

たちは注意してすべてのこれ らのことが賢 く秩序正 しく行

われるようにせよ。人がその力以上の ことをするのはぜひ

必要ではない。｣(モ ーサヤ4:27)予 言者 ジ ョセブ･ス ミ

スがモルモン経の翻訳 に苦闘していた ときに,主 は彼 に次
なんじ

のみ言葉を授 けられました。｢汝 更に急 ぐことなく,ま た

は翻訳し得るために与 えられたる力 と方法以上 に働 くこと

なかれ。ただ終 りまで励むべし。｣(教 義 と聖約10:4)

指導者 は教会員に対 して,こ れ らの霊感あふれる言葉を

指針 としてみたまの ささや きに従い,各 自の｢力 と方法｣

を考え,｢賢 く秩序正 しい｣方 法で神殿活動,家 族歴史活動

として自分に何がで きるかを決めるよう励 ます必要があ り

ます。このようにして,｢終 りまで励む｣な ら,成 功を収め

ることができるでしょう。神殿 と家族歴史に関する業をさ

らに推進するためになすべきことは数多 くあります。一人
一人の教会員の力を広 く結集するな ら大 きな成果 を生み出

す ことができます。 ●

神殿活動,家 族歴史活動に関 して個人的に何を行 なうか

を計画するときには,た だ遠大なだけではな く,と にか く

生涯続 けて行なうという観点か ら見通 しを立てなければな

りません。教会の使命 を達成するためにどれほ どの時間 と

力を注げるか,す なわち人生の特定の時期に何ができるか,

また何をしなければならないかということは,状 況の変化

に応 じ,時 とともに変わっていきます。また3つ の各分野

にかける相対的な時間の量 も変化 していきます。

｢すべてのわざ｣

私たちは皆,以 下の賢明な教 えをよ く知ってい ます。｢天

が下のすべての事 には季節があ り,す べてのわざには時が

ある。……捜すに時があ り,失 うに時があり,保 つに時が

あ り,捨 てるに時があ 〔る。〕｣(伝 道3:1,6)指 導者は

これが確かに真実であることを教 えるとともに,み ずから

これを応用 して決定を下 してい くべきです。

私たちは人生の中で様々な教会の召 しを受けますが,ど

の時期 にどのような召しを受けるかによって も,教 会の使

命達成 に向けて何をするかが大き く左右 されてきます。た

とえば,専 任宣教師は伝道 という責任 にすべての思いを傾

注しますdそ れは｢季 節｣に かなった ことであ り,ほ かの

分野にどれだけ力を注 ぐかは,当 然のことながら変わって
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地域会長会か1ら

『譲 鯉 轍9の 道｣
年は,少 し早目にクリスマスのプレ

今ゼントを贈 ら礼 キリス トについて
ししゆう

考える機会になりました。贈り物は刺繍の

壁飾りです。そこには,果 樹や花々で囲ま

れた一軒の家のそばに立つふた りの男女が

描かれています。ふたりの間には大きなハ

ートの模様があしらってあり,絵 の周りに

は次のような言葉が記されています。｢そ

して彼らはわたしの民 となり,わ たしは彼

らの神となる。わたしは彼 らに一つの心 と

一つの道 を与える。｣(エレミヤ32:38-39

参照)

この｢一 つの心と一つの道｣と いう言葉

を見て,ど のようにすれば御父がその子供

たちに約束されたすべてのもの.を受け継ぐ

ことができるか,改 めて考えさせられまし

た。

すべての人は,家 庭の中で思いにおいて

も行ないにおいても,神 とひとつになろう

と決心する必要があります。ザカリヤが主

の宮で香をたき天使ガブリエルぶ姿を現わ

した時代にも,こ の原則は実践されていま

した。天使はザカリヤにこう告げに来まし

た。｢あなたの妻エリサベツは,あ なたたち

が長年祈り求めてきた子供をみこもってい

ます。生 まれて くる子供に 『ヨハネ』 と名

づけなさい。｣ザ カリヤは天使 の言葉 に疑

問を持ちました。彼 も妻 も｢年 をとり て｣

いたからです。そこで天使はザカリヤにこ

う告げました。｢私 はこの喜ばしい知 らせ

を宣べ伝えるために主のみ前から遣わされ

たが,あ なたは信じなかったので,子 供が

生まれてくるまで口がきけなくなる。｣

この同･じ天使 は,ヨ セフと婚約していた

マリヤのもとにも神によって遣わされまし

た。天使ガブリエルがマリヤに,あ なたは

神の子を生むので,そ の子にはイエスと名

づけなければならないと告げると,マ リヤ

は,ま だ夫を知 らないのにどうしてそのよ

うなごどが起 きるのでしょう,と 尋ねまし

た。すると天使は,非 常に簡潔ながら十分

な説明をしました。それに対するマ リヤの

心の思いは,次 の答えによく表われていま

す。｢わたしは主のはしためです。お言葉ど

おりこの身に成 りますように。｣(ル カ1:

5-38参 照)

マ リヤとエリサベツはふたりをひとつに

結びつけたこれらの奇跡に思いをめぐらし

ながら時を過 ごしました。ふたりは身に受

けた幸福のために,思 いがひとつになって 『

いました。ふたりは主に忠実であり御頂で

あったために,道 がひとつ となりました。

思いにおいても,命 じられた事柄において

も,一 致していました。

天使にあらかじめ告げられたとおりに,

ヨハネとイエスは奇跡によって誕生しまし

た。口がきけるようになったザカリヤは,

神 を賛美しました。､

イエスがお生まれになったのは,羊 飼い

たちが羊の番をしているときでした。信仰

あつい羊飼いたちのもとに天使たちが送 ら

れ,神 を賛美して,救 い主の誕生という奇

跡を知 らせました。そこで,羊 飼いたちは

ベツレヘムに行きました。そしてその従順

"さのゆ
､えに,飼 葉おけの中に眠っているお

方 とひとつになることができたのです。彼

らは世の救い主 となるお方を幼な子の姿で

見ました。疲れきったこの世の人々に平安

を与え,全 人類に喜びをもたらすために来

られたお方を見たのです。そのとき羊飼い

たちの心は,父 なる神,そ して愛子 イエ

ス 。キリス トとひとつになっていました。

子供がこの世に生まれるたびに,奇 跡が

起きています。花 も木も,天 地 も海 もみな,

万物の造 り主であるお方の栄光を表わして

いますが,そ れでも人生は不思議に満ちて

います。神はその偉大な力をもって今もな

お,そ の子供たちに心を配っておられます。

私たちが神の民となり,主 を神とするよう

に望んでおられるのです。

また別の日には,博 士たちが主に贈 り物

をしました。私たちもそうすべきではない

でしょうか。みこころに従う望みと信仰に剃.

満ちた心を,主 に捧げようではありません

か。もし,心 からの贈 り物 として主のみこ

ころを行なうなら,私 たちは主の奇跡を見

2ロ ー カル

るでしょう。1990年 に,も し末日聖徒イエ

ス･キ リス ト教会のアジアの会員一人一人

が,生 ける予言者を通して主が私たちに行

なうよう望んでおられる事柄を,忠 実に実

行しようと決心するなら,私 たちは少なく

とも以下の事柄を行なうようにしましょうα

●ステーキ部宣教師に友人,知 人を｢ひ と

り｣紹 介する。

●もう一度活発になれるように,｢ひ とり｣

のお休み会員に働 きかける。

●バプテスマを受けたばか りの｢ひ とりJ

め新会員をフェローシップする。

●｢ひ とつ｣の 神殿推薦状,つ まり百分自

身の神殿推薦状を受けるように努力する。

●できれば,少 な くとも月に｢1回｣は 神

殿に参入する。(あ るいは,家 族の記録を

｢1椥 完成させる
,霊 的な体験を何か

｢ひ とつ｣記 録 しておく,先 祖を｢ひ と

り｣探 し出してその記録をつける,な ど)

ワード部やステーキ部の指導者は各自の

責任 を忠実に果たし,少 なくとも以下の事

柄を行なえるように決心をするとよいでし
ジ コ

よつ。

●毎年｢1回｣は 目標を立て,自 分の管轄

する人々にそれを説明する。

●半年に｢1回｣は 伝道 を目的 としたオー

プンハウスを開 く。

●再活発化の日を｢1日｣設 け,活 発な会

'員 全員に適切なフォローアップの責任を

割 り当てる。

●指導者と会員のためにち神殿団体参入の

日を｢1日｣設 ける。

●提出された報告書を毎月｢1回｣入 念に

検討し,必 要な指示や励まし,心 からの

感謝を伝 える。

このようにすれば,ス テーキ部宣教師 も

専任宣教師も主のみ業に全身全霊を打ち込

んで働けるでしょう。また主がこの地上で

歩まれたように歩むことができるでしょう。

つまり,人 々を祝福 し,福 音を宣べ伝え,

霊的あるいは知的な理解力を伸ばすことが.

で きるはずです。 さらに,宣 教師一人一人

が言語を習得し,主 の道を教える際に人々

と心を通わせられるようになるでしょう。

こうした贈 り物はこのクリスマスだけで

なく,1年 中,主 に捧げることができます。

私たちにはそのようにする力があります。
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で何年も過 ごしていると,こ の当た り前の

能力さえも失われた子供たちが出て くるの

です。キリス トが幼い子供たちを愛された

のもうなずけます。ベ トナムの子供たちの

あどけな く,わ けへだてのない愛に,私 は

引きつけられてしまいました。子供たちの

小さな手を握 り,笑 みをたたえたその大 き

な目をのぞくと,彼 らを抱きしめ家に連れ

て帰 りたくなってしまうほどです。

ほとんどの人は,難 民キャンプで働 く機

会はないでしょう。しかし,わ けへだてな

く,だ れにでも与えられる神の愛を伝える

には,自 分自身の家庭や近隣,地 域社会で

も何かできることがあるはずです。自分自

身と同じように隣人のことを考えられるは

ずです。相手が肉親,友 人,ま た同じ国の

人であろうと,誠 実にまた親切に隣人 と接

するならば;私 たちは主のみ手に使われる

器 として行動していることにな ります。難

民は数えきれないほどの苦難に耐えていま

すが,と りわけ必要としているのは愛 と尊

敬です。 しかし,こ れは人間に共通の問題

であり,私 たちがみずからへ りくだって周

囲の人々を高めるならば,あ る程度は解決

できる問題なのです。私たちがみずからへ

りくだることによって,人 を尊び,皆 が文

字どおりの兄弟姉妹であることを感じるこ

とができるように祈っています。

i
キリストと
ひとつにならん

ジア地域の教会員たちは皆,今 年の

ア クリスマスはキリストとひとつにな
り,キ リストに近づこうと決心しています。

あなたはいかがでしょうか。

あるワー ド部の若い男性と若い女性は,

クリスマスプレゼントを入れる靴下を自分

たちで工夫して作 り,贈 り物をいっぱいに

詰め込みました。そして,児 童養護施設へ

持っていっためです。まず最初に,小 さな

子供たちと一緒 にゲームをした後,皆 で靴

下を開けると,子 供たちは愛の込 もった贈

り物に大喜びでした。

また別のワード部では,不 用になった衣

類を集めました。若い女 性たちが洗濯し,

アイロンをかけ,修 繕をして貧しい家族の

4ロ ー カル

ために準備し,青 少年がそれをクリスマス

イブに,困 っている人々のもとへ届けたの

です。 また,そ うした人々にクリスマス'･

キ ャロルを歌い,ク リスマスを一.緒に過ご

しました。そのワード部の十代の子供たち

は,そ のとき感じたよい気持ちをいつまで

も忘れないことでしょう。彼らは,主 の子

供たちに奉仕することによって,｢キ リス

トとひとつに｣な ろうと努力したのです。

またあるワー ド部では,イ エス･キ リス

トの誕生を祝うために,と ても楽 しい計画

を立てました。活発な会員の家庭で,12月

24日 近 くに特別な家庭の夕べを開くように

お願いしました。特に思い出深いもの とす

るために,教 会員ではない家族や,同 じワ

ード部内のお休み会員の家族を招待するよ

うに勧めました。そして招待はそれらの家

族全員で個人的に行なってもらいました。

家庭の夕べのプログラムとしては,救 い主

の誕生についての話をしたり,全 員で歌を

歌った りしました。また,ク リスマスの飾

りのついた食物 も用意されました。

家族の夕べが終わった後 も,フ ォローア

ップのために12月25日 に近い日を選んで,

家庭の夕べに招待した人々にクリスマスの.

クッキーを届けました。さらにクリスマス

当日には,美 しく包装 したモ～レモン経が教

会員ではない家族に贈 られました。

この催しは,周 到な計画 と入念な準備の

もとに行なわれましたが,そ のワー ド部の

家族にとって,こ れまでクリスマスに体験

した中で最も楽しく,1また実 り多い試みと
ノ

なりました。この催 しに参加したすべての

家族が,ク リスマスの真の精神に触れるこ

とができたのです。家族は皆それぞれ異な

った独自の経験をしましたが,皆 に共通 し

て言えることは,地 に平和を,人 に善意を

もたらすためにお生 まれになった世の救い

主に一歩近づ くことができたということで

す。

末日聖徒イエス･キ リス ト教会は,現 世

および来世にわたって平和 を求めるこの世

の人々の希望です。クリスマスを迎えて,

ほかの人々へ愛の贈 り物を捧げることがど

んなに大切かを理解している人は,ご くわ

ずかにすぎません。それこそ,平 和の君で

ある主への贈 り物なのです。

キリス トの誕生を祝うために,何 か特別

なことをしてください。主とひとつになる

ための方法を計画して ください。

i
あなたはイエスが生まれるのを

見ましたか

｢あ の最初のクリスマスに,あ なたは
イエスが生 まれ るのを見 ました.

か。｣こ のような問いで始 まるクリスマ

ス･キ ャロルがあります。

｢布にくるまって飼葉おけの中に寝かさ

れた幼な子｣キ リスト,す なわち神のみ子,

全 人類の救い主を実際に見に来たのはだれ

だったでしょうか。

｢夜
,野 宿 しながら羊の群れの番をして

いた……羊飼いたちは 『さあ,ベ ツレヘム

へ行って,主 がお知らせ下さったその出来

事を見てこようではないか』 と,互 に語 り

合った。｣(ル カ2:8,15)ま た,博 士たち

は東の空で見た星に導かれ,神 のみ子を見

にやって来たのです。

あの最初のクリスマスの日に羊飼いや博

士たちがキリス トのみもとへ行ったように,

私 たちもキ リス トを見いださな くてはなり

ません。キリス トは私たち一人一人にこう

言われ ました。｢わ た しについて きなさ

い。｣(マ ル幹1:17)ま た,モ ロナイも私

たちに次のように勧告 しています。｢キ リ
み もと

ストの御許に来てキリストによって全 くな

れ。……勢いと心 と力とをつくして神を愛

するならば,神 があなたたちに与えたもう

恵みは充分である。｣(モ ロナイ10:32)

サ コンナコーン省出身のパカラス･ボ ン

カーラシン姉妹は,バ プテスマを受けてキ

リス トのみもとへ来ました。かつて純粋な

仏教徒であった彼女が教会へ来るようにな

ったのは,好 奇心と新 しい経験をしてみた

いという願いからでした。

ボンカーラシン姉妹は,教 育を受けるた

めにコーンカエンに行 きました。すると,
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ロー カルNews

小岩 ワー ド部の大祭 司鮫 島浩二 兄弟 は,産 婦人科医 と して霊 界

か ら子供たちを無事 に現世 に迎 え入れる仕事 に携わ って9年 に

なる。この1年 問 に彼の周 囲で起 さた様 々な霊的な出来事 を以

下 にいくつか紹介す る。

｢明 日奇跡が起 こる｣

高瀬大地

｢臣 を 督s姉 妹が入院しまし鵡 大き

皿 獅 をするようで,… …とても

落ち込んでいて……。｣そ れが最初の報告

でした。｢監督,T姉 妹が体調が悪 くて,入
せきずい

院 … …。｣｢監 督,M兄 弟 が 脊髄 に …… 。｣｢監
がん

督,G姉 妹が乳癌で手術を……。｣そして最

後の報告はこうでした。｢監督,0姉 妹がど

うも癌らしくて,こ のままでは子供の命 も,

もしかすると姉妹の命も……。｣

次 から次へと私のもとに送 られてくる報

告を耳にして,さ しもののんきな私も,そ
がくぜん

のときばか りは愕然としてしまいました。

そしてワー ド部で起こっていることについ

て,｢主 が何を望まれているのか｣,そ れを

知らなくてはと思いました。す ぐに断食と

祈りを始め,神 殿に行ってみこころを主に

尋ねました。神殿の中で,ひ とり静かに次

から次へと起 こって くる一連の困難な状況

と,そ れに直面しているすばらしく信仰の

あつい兄弟姉妹のことを考えると,涙 が止

めどもな くあふれてきました。

S姉 妹,T姉 妹,M兄 弟,G姉 妹,0兄

弟姉妹……G姉 妹以外はこれまでそれぞれ

に比較的恵まれた環境にあった兄弟姉妹た

ちでした。G姉 妹はこれまでずっとつらく

悲しい状態にあり,や っと光が見えてきた

ときなのに,ま た今度は｢癌｣。0兄 弟姉妹

はつい何カ月か前に結婚して,子 供ができ

たと喜んでいた矢先なのに……と思うとや

りきれなさで胸がいっぱいになりました。

｢主よ
,iφ なたはまだこれらの兄弟姉妹を

試されるのでしょうかP｣と 幾度 も尋ねた

ことをよく覚えています。同時にそんな問

いかけしかできない自分 を悔 い改め,｢主

がそうなされるからには必ずそのようなわ

けがあり……｣と,い くつかの聖句を思い

ながら,｢最 後まで主を信 じ,主 に頼らな く

ては｣と みずからを励 まし,何 度も何度も

主に祈 り尋ねました。｢主よ,あ なたのみこ

ころは何でしょうかP私 に何をせよとお

っしゃるのでしょうかP｣や がて自分の心

にはっきりとした答えが返ってきたのです。

｢今
,ワ ード部全員が試 されています。全

員で祈 りと信仰を示 してください。｣目 か

らうろこが落ちる思いでした。

さっそ く次の安息日(11月27日),ワ ー ド

部全員で特別に,病 と戦っている兄弟姉妹

のために断食をすることになりました。そ

の特別な断食のさなか,中 山洋兄弟がワー

ド部の全会員を代表して祈 りを捧げて くれ

ました。その祈 りは本当にすばらしいもの

で,ま さに主がじっと耳を傾けて くださっ

･ていると実感したほどです。.その断食には,

プ ライマリーの子供たちも喜んで加わりま

した。2日 後には0姉 妹の手術を控えてい

ました。それまでにS姉 妹の大 きな手術も

終わり,T姉 妹 も体が回復し,M兄 弟 も痛

みが和らぎ,G姉 妹の乳癌の手術 も無事終

わっていました。

中山兄弟が祈っている間中,ず っと残さ

れた0兄 弟姉妹のことを考えていました。

そのときの0姉 妹の体の状態は決して良い

ものとは思われませんでした。種々の検査

をすればするほど,悪 性の腫瘍であること

がいよいよ明確になり,ほ とんど間違いな

く癌であろうという結論が出されていたの

です。そのために,主 治医となった大祭司

の兄弟は必死に祈り,神 殿にも何度 も参入

しました。手術の2週 間前の日曜日には,

ワード部の大祭司グループの兄弟たちが作

った輪の中心に座 り,特 別な祝福をその頭

に授かったのです。 この愛すべき立派な主

治医の兄弟は手術の前日まで何人かの医師

の知恵を借 り,0姉 妹のカルテを論 じ合い,

最悪の事態にも備えなければなりませんで

した。そのときまでは,検 査結果を総合 し

て判断する限 り彼女の腫瘍 は100パ ー セ

ント癌で,も はや疑 う余地は残されていな

かったのです。

後に彼はしみじみと次のようなエピソー

ドを話して くれました。｢手術の前日,超 音

波検査をしながら腫瘍 についてスタッフみ

んなで検討しているとき,突 然ひとりの先

生がそれと同じ写真を見たことがあると言

ってカルテを出してきました。その写真は

彼女のものと,う りふたつでした。急いで

表紙を見直 してみるとそこには 『卵巣癌の

ため死亡』 と書いてあり,一 同しばし沈黙

してしまいました。｣

翌 日の手術の結果の ことを考え,｢最 悪

の結果が出るかもしれない｣と の思いと,

｢誓約の子を神権者の手て毅 させるような

ことを主がなさるはずがない。主にすべて

をゆだねよう｣と の複雑な気持ちで家に帰

った主治医の神権者は,そ の ときすでに妊'

娠 していた自分の妻にこう言ったのです。

｢明日0姉 妹が癌だとわかったとき
,子 供

はおそらく助 けられないだろう。も.しかし

たら0姉 妹本人の命 も非常に危険かもしれ

ない。でも,姉 妹だけでも助かったときは

私たちの今度生まれてくる子供を彼 らに養

子 として育ててもらおうか。｣姉妹は快 く

それに応じたそうです。後になってそれを

･聞いたとき,私 は彼らの愛にまさしく頭の

下がる思いでした。

手術の前日には私も病院に伺い,そ の帰

り道,こ れまでのことをあれこれと考えて

畠

ρ

6ロ ー カ ル

イ ラ ス トは 小岩 ワー ド部,大 木真 実子 姉 妹 の作 品 です 。
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｢わ れ ら は 癒 え た り｣

1大賀敏 浩
成元年6月15日,そ の日は私たち家

平族にとって忘れられない日となるで
しょう。1988年3月 に結婚 し,そ れから半

年後に妊娠しているとの確信を持ち,期 待

に胸を踊らせて病院の門をくぐりました。

ところが検査の結果は｢妊 娠はしているの
しゆよう

だが,卵 巣か子宮に腫瘍がある｣と のこと

で,往 路の期待はどこへやら,つ らい帰 り

道となりました。

次の日は安息日で,聖 餐会の間中ふた り

とも涙を流し,｢癒 されますように｣と の祈

りの気持ちで過 ごしました。

その日と前後して私たちふたりには特別

なチャレンジが与えられました。それはス

テーキ部主催の音楽会での,ワ ー ド部コー
く

ラスの指揮 と伴奏の責任でした。奇しくも

課題曲はメサイヤコーラスの中の 『われら
い

は癒えたり』でした。最初は精神的また肉

体的にも余裕がないとの理由で,断 わろう

と思いましたが,私 たちにとって｢特 別な

癒し｣が 今 こそ必要だと思い,喜 んで引き

受けました。

その後の検査の結果 も芳しくな く,最 悪

の結果と言ってもよいものでした。お腹の

赤ちゃんだけでな く,母 体さえも危ぶまれ

るものだったのです。主治医である兄弟 と

共に,｢あ とは神様に祈 り,奇 跡を起 こそ

う｣と 話 し合ったものでした。

手術の日も決まりましたが,肉 体的には

つわりと精神的不安か ら,妻 にとって10

月,11月 は大変苦 しい日々が続きました。

そんな中で苦しみを和 らげてくれるものは,

11月13日 に予定されていた音楽会の発表

の準備であり,ワ ー ド部の方々の温かい励

ましでした。音楽会では練習の成果を十分

に発揮 し,100点 満 点の出来でした。また

手術の週の安息日には,特 別にワー ド部の

会員やステーキ部役員の方々も断食をし,

祈 りを捧げてくださいました。その日の聖

餐会での特別な祈 りは,か つて経験したこ

とがないほど霊的でみたまに満たされたも

のでした。 これらの特別な出来事によって,

まさに｢わ れらは癒えたり｣と いう強い信

8ロ ーカル

仰を持つことができました。

11月29日 の手術の前日,主 治医の兄弟,

長老定員会の会長,そ れに私 とで妻の頭に

手を置き,祝 福を授けることができました。

みたまを受け,私 の口から出る祝福の言葉

は,必 ず癒 されることよりも｢こ の経験 を

通して得た愛を,治 ったときに周 りの人々

に与えるように｣と いうものでした。そし

て手術の日となりました。私は,主 と執刀

してくれる兄弟にすべてをゆだねました。

手術室の前でモルモン経 を読み祈ると,ひ

とつの聖句が目にとび込んできました。主

･は｢人 々の信仰に応じて大 きな奇蹟｣を 現

わして くださると。(IIニー ファイ26:13)

まさしくその手術は奇跡でした。妻と赤

ちゃん両方の命を救ったのです。

その後の経過は順調で,6月15日 早朝,

ふ たりの神権者が見守る中,誓 約の子はこ

の世に生を受けました。名前は｢沙 祈子｣

と命名されました。悪いものの中から清い

ものを洗い出し(沙),祈 りの中から生 車

れ,祈 りを生涯忘れずにいてほしい(祈)と

いう意味と願いを込めてつけられた名前で

す。

これらの尊い経験は,イ エスがキリス ト

であり,神 様が生きておられることの証を

より一層強めるものとな りました。また,

確かに｢試 練 〔に〕耐えられるようにのが

れる道 も備えて下さる｣(1コ リツ ト10:

13)の を知 ることができました。小岩ワー

ド部の方々をはじめ,多 くの方々の愛 と励

ましに心か ら感謝 してい ます。(お おが

としひろ1959年 生 ま礼 小岩ワード部日

曜学校教師)

生 まる るに時が あ り,

1死ぬ るに時 が あ り

後 藤 力祢

が改宗 したのは1988年 で,私 の66歳

私の誕生日でしたゐ末娘が9年 前に改
宗した当時,主 人も私もキリス ト教には何

の関心 もなかったため,反 対もしませんで

したが,そ の私がこの年になって改宗する

などとは夢にも思いませんでした。

私は主人 と共に九州の宮崎で,40年 余 り

の間,ス ーパ｣マ ーケットを営んでいまし

た。年中無休で朝から晩まで忙しい商売だ

ったため,家 族が一緒 になって語 り合うこ

ともあまりありませんでした。

そんなある朝のことです。元気に働いて

いた主人の容態が突然悪 くなり,救 急車を'

呼びましたが,病 院に着いたときはすでに

意識 がなくなってしまったのです。せめて

もう一度意識を取 り戻して くれたらという

思いで一心に祈 りましたが,願 いはかなえ

られませんでした。●主人は意識が戻 らない

ままにこの世を去 りました。原因は脳内出

血でした。 このときばか りは神 も仏 もある

ものだろうかと恨みました。伴侶を失った

私には,悲 しむ暇もな く,主 人の分まて働

かなければならない大変な日々が始まりま

した。

そんなときに,娘 のお友達で,ア メリカ

に住んでおられる方から4年 くらい前に送

っていただいたモルモン経を,な んとなく

開いて読むようになりました。でもむずか

しくてなかなか理解できませんでした。モ

ルモン経の見出しには彼女の証が書いてあ

りました。そして｢モ ロナイ書第10章3-

5節,ア ルマ書第32章24-43節 を読んで く

ださい。そして神様にそれが本当か どうか

お祈 りしてください。そうすれば本当であ

ることがわかります｣と 付記してありまし

.た。完全にはわからなくとも,休 むときに

はいつもモルモン経を抱いて寝るようにな

りました。そうすることによって心の不安

がなくなり,不 思議なことに落ち着いて眠

ることができるようになったのです。夜,

安 らかに眠れることは私にとって本当にす

ばらしい祝福でした。主人の突然の死は私
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健康･長 寿への道

知恵の言葉

東京東ステーキ部松戸 ワー ド部

鵜木 諄

は約40年間にわたり医薬品メーカ

私一に勤務していました。技術関係の
仕事をしていたためもあり,若 いころはほ

とんど宴席で飲む機会もなかったのですが,

年 をとるに従ってその機会が増えてきて,

仕事のうえでの話を進めるためにも盃を交

わさなければならないことが多くなりまし

た。私はもともと酒類,た ばこが苦手で,

若いころには飲めるようになりたいと思っ

て飲む練習をしたこともありましたが,ど

うも私の体には合わず,結 局飲めるように

なりませんでした。そんなわけで飲めない

ということで汰 変な苦労をしたこともあり

ました。

しかし酒類やたばこを飲めないで本当に

よかったと思ったのが5年 前のことです。
せつしゆ がん

酒類,た ばこ,肉 類,野 菜の摂取と癌の発

生とのかかわりについての国立がんセンタ

ーによる調査結果が,日 本癌学会で発表さ

れたのです。実に16年 間,26万 人 に及ぶ観

察の結果,酒 類,た ばこ,肉 類を毎 日のよ

うに取 り,野 菜はあまり食べないような人

は癌はもちろんそのほかの成人病にも非常

にかか りやすいということでした。

結論 として,癌 予防のためには酒類,た

ばこをやめて肉類はなるべ く控えめに取 り,

野菜はいわゆる緑黄色野菜を積極的に取る

ことであると述べています。私自身3(歳 代

に入ってからはもっぱら菜食中心の食生活

をするようになり,そ のためか毎年の成人

病検診も今のところ異常 もなく,元 気に暮

らしています。たばこの危険性についても

報告されており,そ れによると,夫 が喫煙

者である場合,妻 はたばこを飲まなくても

常に家庭内でたばこの煙にさらされている

ために,肺 がんや鼻のがん,脳 腫瘍,心 筋
こうそく

梗塞などにかかりやすいということです。

もちろん喫煙者自身および同一世帯内の子

供たちも大さな影響を受けることになりま･.

す。 この話を聞いたとき,私 はたばこを飲

めなかったおかげで家族に被害を与 えるこ

ともなく,本 当によかったと思いました。

私はこの教会に入って教義 と聖約第89

章の健康の律法,い わゆる知恵の言葉につ

いてお話を聞いた ときに,そ の内容が長い

歳月をかけて調査研究をされた学者の発言

とよく一致 したところがあることを知 りま

藩 舳慮慰 蹴 幽 齢織 轟 鹸･･

鍛
　

臨 一轟
犠 麟謙..暫 睡㌦

した。 しか もジョセフ･ス ミスが知恵の言

葉を啓示 と.して受けたのが今から156年 も

前のことなのです。私は神の言葉は真実に

して永遠である,と いうことを身をもって

感じました。

私はこの知恵の言葉は天父が私たちのこ

とを心から愛しておられ,現 世において常

に健康で長 く暮らすことができるように授

けてくださったみ言葉であることを証 しま

す。 また私たちの身体を間違った飲食物で

汚すことで,肉 体的にも,ま た霊的にも傷

つけてはならない と痛感 しています。教会

に入ることによって得た,こ の大きな喜び

について私は天父た心から感謝しています。

(うのぎ･じ ゅん1919年 生 まれ,1989年

4月9日 にバプテスマを受ける)

藝 話題
添

窮

覆壇

欝

柳

窮

⑳

.醗

磁

号

聯

脳

爾

澱 蒔

琳.舗

.｢...鰍甑 証槽 ゴ.

謂 弾 轄

.､罎 響 毒1…

瓢

蟻

｢善 き｣映 画 を

日本からの帰還宣教師であるマーク･マ リ

:オット兄弟は,プ リガム･ヤ ング大学映画

科に在籍している。同大学に講演のため招

かれた著名な日本の映画監督,山 田洋次氏

の話に感動。師事を願い求めたところ,折

良く｢寅 さ'ん｣映 画の新作の製作スタッフ

として加わることを許さ一れ,来 日した。山

田監督の下で数カ月,通 訳などをしながら

日本映画の技術,精 神の工･シセンスを学び,

このたび帰国することになった。以下はマ

リオット兄弟の証である。

ペ ンサ ー･W･キ ンボ ー ル大 管 長 は,

ス かつて次のように語 りました。｢『わ
が命尽きるとも』や 『ドクトル･ジ バゴ』

『ベン･パ ー』の制作者たちに匹敵する才

能を持った人物は,も う出ないのだろうか。

『マイ 。フェア･レ ディー』や 『サウン

ド･オ ブ 。ミュージック』は数え切れない

ほどの観客を魅了してきた。 しかし,そ れ

らをしのぐ映画を作 り出す人々が,や がて

教会員の中からも輩出すると,私 は信じて

いる。……モルモニズムはまだ書物にも,

絵画にも,彫 刻にも,講 演にも完全には表

現されていない。それは,霊 感を受けた才.

能 ある人々がこれからとりかかる仕事であ

る。｣

主は扉を開け,人 々の心に霊感を与 えて,

この予言が成就する道 を備えてくださって

います。その道 とは,映 画というメディア

を通じて無数の人々に主のみたまを感じさ

10ロ ーカル
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いつか神様の

み もとで

長野地方部松本支部

植野正行･祐 子

年9月 に結婚し,待 望の子供もこの

昨 9月 には誕生することになりました。
しかし,6月 末 残念ながらこの世では育

たない子だとわか りました。

楽 しみにしていただけにとても落胆 しま

したが,私 たちには福音がありました。様

様な恵みと励 ましをいただき,今 回ほど福

音を知っていてありがたさを感じたことは

ありませんでした。

私たちは相談し,ク モラの丘霊園を買う

ことにしました。8月31日,実 家の近 くと

いうこともあり,両 親 と共に納骨に行 きま

した。墓の奉献の祈 りをし,と てもすがす

がしい気持ちになりました。

翌日,私 たちは神殿に参入しました。日

の光栄の部屋で祈ったとき,愛 する息子が

今神様のみもとに帰っていることを確信で
あん ど

き,安 堵の思いが胸に広がりました。私た

ちは今,息 子に会えるのは日の栄えに行 く

しかないと,互 いに励 まし合っています。

　 ヴ リ 　 　 　 サ
･構 竃 靴

15零:琴1:/圃 警
1灘∵ 忌

､皐 ご
一㌦ 磯蟹塾 ヨ

嚇 謬.:鵠

この福音は真実であり,天 父 と御子イエ

ス･キ リス ト様が生きておられることを心

から証 します。

(うえの･ま さゆき,ゆ うこ)･

お 知 ら せ

FULLTIMEMISSIONARIES

JMTC

10月に召された

専任宣教師

第IE5期 生16名

すき の かつ み

1.杉 野 勝美 札幌M/函 館B
おおわん ゆ み こ

2.大 湾由美子 那覇S/名 護B
L･†五たに み き=

東京北伝道部

名古屋伝道部

3.泉 谷美樹子 町田S/町 田第2W神 戸 伝道部
にし はた ヒも こ

4.西 畑 智 子 岡山S/米 子W
の もとえ み こ

5.野 本恵美子 東京北S/浦 和W
うわ や あけ み

6.上 家 明美 福岡S/八 幡B
くろ さわ え み こ

7.黒澤江美子 名古屋S/刈 谷W
くら はやし みち え

8.倉 林 路 江 東京東S/水 戸W
おお み せつ こ

9.近 江節 子 札幌西S/小 樽W

10.角羨峯手東京西S/甲 府W
まつ い し つ く は る

11.松石 統治 東京南S/渋 谷W
や か へ ひて モさ

12.谷田部英正 東京東S/牛 久W
なか むらかす き

13.中村 和樹 山□D/宇 部B
よと やす ヒし

14.淀 靖 利 福岡S/八 幡B1

15.矢誉 菖吏i…重D/伊 勢B
みね よLひ ろ ふみ

福岡伝道部

札幌伝道部

東京北伝道部

仙台伝道部

神戸伝道部

神戸伝道部

神戸伝道部

福岡伝道部

福岡伝道部

東京南伝道部

仙台伝道部

大阪伝道部

部髄塁
部
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きをもって,誕 生の奇跡,2千 年近 くも前に飼い葉おけに

寝か されていたあの赤ん坊の誕生 に,思 いをはせてみまし

ょう。

マリヤ とヨセブがベツレヘムに着 くと,ふ た りが休む場

所は馬小屋のわらの上にしかあ りませんで した。時が満ち

るとす ぐさま,そ こでひっそ りと出産が行なわれたのです。

麟
鱗

羊 飼いたちは

天使の歌 声を聞さ=,

それに誘われて

幼な子イエスが寝ている

飼い葉おけのあるところまで

たど リ着 きま した。
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ほとんどの女性は命を尊び,胎 児の成長につれその思い

を強 くします。出産が始 まるや,信 仰に身をゆだね,身 も

霊 も苦しみを味わい ます。 しかしマリヤにとって,こ の経

験はことさら敬度なものだったに違いあ りません。後のキ
あがな

リス ト,人 類の贈い主 となる神の御子の不滅の霊 に,こ の

世の死すべ き肉体 を与 えるということを知っていたか らで

す。

はるか昔のその夜 も,当 時のほとんどの人にとって,い

つもと同じ普通の夜だったに違いありません。 もちろん人

口調査 による混雑の不都合 もあったでしょうが,大 部分の

人々はいつものように食事をし,会 話を交わ し,寝 床に就

いたのでした。

その とき,静 まりかえった近 くの野原に,突 然,天 使 ら

が現われ,歌 声を響かせてみどり児の誕生を告げ知 らせま

した。

ベ ツレヘムの人々が天使 の歌声を聞いた とは聖典には記

されていません。しかし羊飼いたちはその歌声 を聞 き,そ

れに誘われて幼な子イエスが寝ている飼い葉おけのあると

ころまでたどり着きました。マ リヤはその歌声 を聞いたで

しょうか。聖典 には何 も書かれていません。 しかし,子 供

が誕生するとき母親の心の中には賛美の歌が聞こえてこな

いでしょうか。さらに,全 世界が動 きを止め,息 をひそめ

てみどり児に見入ってほしいという思いに駆 られないでし

ようか。

ベ ツレヘムのほとんどの人々にとって,マ リヤに生 まれ

た子供 は,徴 税記録に書き加 えられるひ とりのイスラエル

人にすぎなかったでしょう。 その幼な子はユダ族の血統で,

ダビデの子孫,ナ ザレの ヨハネ とマ リヤの間に生 まれた息

子で した。

マリヤは,無 力で愛 らしい小さな体 をした この幼な子を

見て,特 別な子供だとい うことを知 っていました。 まった

く無力な この子の持つ偉大な可能性 に,マ リヤは圧倒 され

る思いだったに違いあ りませ ん。彼女は驚嘆すべ き方法で

妊娠 し,神 の御子を育てる責任が 自分に託 されたことを知

って,恐 れおののいたはずです。

クリスマスは,誕 生の神聖 さを私たちに気づかせ,人 間

の成長 という奇跡を理解させて くれます。

母親の務めの重要性が しばしば軽視 されるこの世 にあっ

て,イ エス･キ リス トの誕生 を思い起 こすのは大切 なこと

だ と思い ます。また,イ エスが母から死すべ き肉体 を受 け,

御父から不死不滅の体 を受 け継いだか らこそ,そ の使命 を

成 し遂 げられた ということを忘れてはな りません。キリス

トの救いのみ業を可能にするには,こ の両親が不可欠だっ

たのです。

誕生の奇跡 は永遠 にわたる重要な事柄です。それは人類

の存続 にかかわっているからです。また,そ れは永遠の進

歩が可能になることをも意味 しています。霊は永遠の成長
の

のために肉体 を必要 としているからです。ここに,こ の世

の男性 と女性の伴侶 としての関係の重要性があ ります。母

親になることによって個人的にすばらしい成長 を経験する

ことがで きます。それは単 に子供 を産むことによってだけ

ではな く,特 に子供 を育てることによって達成 されるので

す。私たちは皆,霊 を高める必要があります。 また,霊 を

高めるための経験が必要なのです。

わが子が神殿で教師たち と議論 を交わした出来事の後,

マリヤが どのように このことを心 に留めたかを思い出して

ください。私は自分の子供たちが成長する様子 を目にしな

が ら,多 くのことを心に留め ました。そして子供たちが産

まれるたびに,新 たな信仰 も生 まれ,彼 らの成長 とともに

信仰の必要性 も増 してい くことを知ったのです。

神が私たちに広い心を与 えて くださって,主 の弟子 とし

て行動す る決意 と信仰を新たにできるように,願 っていま

す。喜びに満ちたこの時節 にふ さわ しい真心をもって,私

たちの子供や今 この地上で私たちを必要 としているすべて

の人々に対 し,救 い主が私たちに賜わった愛 と関心を示す･

ことにより,救 い主の人生を尊ぶ信仰を持つ ことができま

すように。□

*バ ーバラ･B･ス ミス姉妹は前中央扶助協会会長。現在,香 港に

在住。七十人第二定員会会員である夫のダグラス･H･ス ミス長老

はアジア地域会長として教会を管理している。
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05年12月23日,シ ョ セ ブ･ス ミ ス の 誕 生 は,

18 母親のルー シー,父 親の ショセフ(初 代),
兄のアル ヒンとハイラム,姉 の ソフロニ アた ちに喜 ひをも って迎え られた。

受 けた りして,ジ ョセ ブに

とってはかな り多忙 な時期

で あ っ た こ とで し ょ う。

1823年 の11月19日 に はアル

ビンが亡 くな ってい ますが,

そ のため にこの年 の12月 は

家族全員 が大 きな悲 しみに

打 ちひ しがれ ていた もの と

思われ ます。1

1826年 の ク リスマス の こ

ろは,ジ ョセ ブは間近 に控

えたエ マ･へ 一ル との結婚

につ いて考 えて いた もの と

思われ ます。ふた りは翌年

の1827年1月18日 に結 婚 し

ました。1827年 の12月 に は,

ジ ョセ フ とエマ はニ ュー ヨ

ー ク州 マ ンチ ェスターか ら
騨 睾

ペ ンシルベ ニア州ハ ーモニ

ー に引 っ越 し
,最 初 の うち

はそ こでエ マの父の アイザ

ック･へ 一 ル と一緒 に生活

してい ます。 ここで,予 言

者 はや っ と手 に入れ た金版

の文字 につ いて,よ うや く
ii

じっ くりと研究 す る ことが

で きる ようにな りました。

1828年 の12月 に は,ジ ョ

セ フは初 め てペ ンシルベ ニ

ア州ハ ーモニー の 自宅 で ク

リスマス を過 ごしてい ます。

お そ らくこの時期 は,最 初

の子供 を亡 くし,ま た モル

モ ン経 め 原稿 を160ペ ー ジ

も紛失 した直後 で,ま だ悲

しみにふ さいで い るころだ

った と思わ れ ます。2このふ
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教会員 の中には,

末 日聖徒 以外 の人 とつ き合 うの は

よ くない と言 う人 がい ます。

で も私 には,

モル モ ンで は あ りませ ん が,

とて もよい友 人 が た くさん い ます 。

彼 らは別段私 に

悪 いこ とをす るよ うに

強要す ることはあ りませ ん。

彼 らとつ き合 うの は

本 当によ くないので しょうか。
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本誌の解答は問題解決の_助 として与えられたものてあ り,暮

教会の簸 を公式に宣言する ものてはあ･は せん。 量
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一
ればな らない。｣(1973年4月

総大会)

友人が,鉄 の棒を握 りしめ

ているあなたの手をゆるめる

ように誘いかけて きた ら,あ

なたがその友人 とつないでい

る手 をゆるめて くだ さい。彼

らが末日聖徒でない という理

由か らではな く,皆 さんがす･

べ きでない と思 っていること

を,彼 らが勧めるか らです。

皆さんの友人が教会員であ

ろうとなか ろうと,一 緒 にい

て幸せな気持 ちを感 じさせて

くれる人 というのは,皆 さん

に戒めに背 くような ことはさ

せないはずです。 またそのよ

うな人々は,皆 さんの立場や

信条 を理解 し,快 く皆さんを

受 け入れて くれ ます。

では次 に,こ うした質問に

対する末 日聖徒の若者 たちの

意見をい くつか紹介 しましょ

う。 この中には,教 会の知名

度の高い地域に住んでいる人

もいれば,会 員数が非常に少

ない地域の人 もいます。

｢私 の学校 の生徒数 は約475

人 で す。その中で末 日聖徒は,

私 と私の兄妹だけです。教会

員 に会 えるのは,日 曜 日か教

会の活動のある日しかあ りま

せん。学校のクラスメイ トや

先生たちは私の宗教 を知って

います。会員ではない友人た

ちは,私 を教会から離れさせ

ようとした り,私 がすべ きで

ない と思っていることをする

よう勧 めた りすることはあ り

ません。私 は13人 兄弟の下か

ら2番 目です。私の家族はい

つ も教会員 としてよい模範 と

なれ るよう努 め,私 たちの行

動 を友人にいつ見 られても恥

ずか しくないように頑張 って

います。私の場合 は,信 仰生

活 を送 ることによって,友 人

たちのためになるようなよい

ことを行 な う ことがで きま

す。｣

ジ ョア ン ナ･シ ョ ー フ,15歳

｢ぼ くの住んでい る所 に も

教会員でない友人がいます。

彼 らはぼ くが末 日聖徒である

ことを知っています。彼 らの

中には良 くないことをしてい

る人 もいますが,ぼ くの守 っ

ている標準 を知 っていて,だ

れ もそれに反す るようなこと

を勧める人 はい ません。 しか

しぼ くにとって親友 と呼べる

のはやはり教会員です。彼 ら

とは一緒にいろいろな ことを

します。ぼ くは教会員以外の

友人 を持つことを別に悪いこ

とだ とは思い ません。 もし彼

らと友達 にな らなかった ら,

彼 らはぼ くたちの ことを自己

中心的だと思うで しょうし,

教 会の ことを知 ろうとは思わ

ないでしょう。ぼ くたちは模

範 を示 し,教 会員でない友人

た ちの宣教師 になることがで
■

き ます 。｣

肖韓

r

デ ビ ッ ト･フ リ ン ト,,16歳

'
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85年4月 の 総 大 会 が 終 わ っ て,す ぐ の こ と で し た 。

19 ある楽団と合唱団を招 き,モ ルモンタバナクル合唱
団 との共演が予定 されていました。 この催 しは録音される

ことが決 まっていたので,様 々な機材 をこのソル トレーク
す

シティーのタバナクルの中に据 えつけなければな りません

で した。

私が担 当する管理部門には,あ の巨大なパイプオルガン

の調律 を行なう責任があ りました。 この精巧な楽器が奏で

る音色は,室 温 にも大 きく左右 され ます。演奏会の行なわ

れた晩は特に暖かかったため,終 了後,私 たちは建物の中

に夜気 を通す意味で,タ バナクルの扉 を開け放 っておきま

した。パ イプオルガ ンは冷え,翌 日の晩に控 えた別のコン

サー トのために,調 律 を済ませることがで きました。

ところが,だ れ も気づかなかったのですが,扉 の開いて

いる間に,タ バナクルの中に1羽 のスズメが迷い込んでし

まったのです。建物の扉 は閉められ,ス ズメのことは翌朝

までだれも知 らない ままで した。

職場 に着 くと,私 の部署の職員か ら電話が入 ってきまし

た。スズメを追い出そうとして,す でに何時間もタバナク

ルの中で苦労 しているところでした。 ソル トレークシティ

ーの動物管理局 に通報すると,彼 らはスズメを捕 まえるた

めの長い柄のついた網 を持ってやって来ました。

私がタバナクルの中に入 ってい くと,職 員たちはおびえ'

るスズメを目がけて柄の長い網 を振 りなが ら,あ ちらこち

らへ と走 り回っています。職員が網 を持って一方の端に駆

け寄ると,ス ズメは狂 ったように反対側の端 に逃げ去るの

で した。

タバナクル正面のパ イプオルガンの先端か ら,屋 内の後

方 まで飛んでいって,そ こにあるベンチの背の上 に止 まる

のです。網の効果 といえば,す でにおびえていたスズメを

さらに怖が らせただけで した。タバナクルの扉はスズメが

逃げられるようにすべて開 けてあるのですが,肝 心のスズ

メがその ことに気づかないのです。

動物管理局の人々は,散 弾銃を何丁か持 ち出してきまし

た。彼 ら自身は私有地 内で銃を使用することはできないが,

私たち職員がそれ を借 りてスズメを撃ち落 とすことができ

ると説明 しました。

私はす ぐに,こ の提案に反対 しました。118

年の歳月を経た この建物の天井は,当 時の ま

ま伝 えられてい ます。それは,強 度を上 げ,

美 しい音響効果を得 るために,良 質の獣

毛 を混ぜたしっくいを材料 にして造 ら
だんごん

れています。それが弾痕で損なわれる
　 ぎ

ことは,私 には考 え られ ませ んで した。･
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｢偉大 な女性｣を 目指 して

全世界 に広 が る33万 人以上 の若 い女性 が,

先月(1989年11月),若 い女性組織の創立120周 年 を記念 して,ひ とつにな りました。

1869年,ブ リガム･ヤ ング大管長 は 自分の娘 た ちを集 め,

当時,｢リ トレンチ メン ト協会女子部｣と して知 られ た組織 を設立 しました。

ヤ ング大管長 が娘 たち を呼び集 め るため に使 用 した同 じ鐘 を,

エズ ラ･タ フ ト･ベ ンソン大管長 が祭典 の中で再 び鳴 らしました。･

ベ ンソン大管長,な らび に中央 若い女性会長 のアーデス･G･カ ップ姉妹か らは,

特別 なメ ッセー ジが伝 えられ ました。 ここにふた りの メッセー ジを掲載 し ます。

｢私 たちは皆さんを愛しています｣

大管 長 エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン

愛:訴欝 巷㌘憲臨 懸 ζ灘 二皇議.
が,姉 妹たちの愛のきずなでひとつに結ばれています。私

が皆さん一人一人 に対 して感じている,心 からの愛 と感謝

の気持ちをお伝えしたいと思います。

過去に築かれてきた基盤の上に立 ち,将 来に対する理想

を掲げながら,私 は愛する若い姉妹の皆 さんにこう呼びか

けたいと思います。神の王国における責任 を雄々しく担 う,

清 くふさわしい器 となるためにみずか らを備えて ください。

……モルモン経を読む決心 をして ください。その教 えに従

った生活 をして ください。そ うすれば,悪 魔のわなに立ち

向かい,主 のみ手 に使 われる力強い僕 となれるでしょう。

若い女性を担当する神権指導者の方々にも申しあげます。

私 と共に鐘を鳴 らし,こ の世の事柄 に惑わされない という

決意を新たにするよう呼びかけて くだ さい。私たちは,若

い女性の皆 さんが力を合わせて,真 理 と義 を守 る決意を固』

めて くださるよう呼びかけたいと思い ます。

私たちは皆さんを愛 し,皆 さんのために祈っています。

そして皆さんに信頼 を寄せてい ます。愛する皆 さん一人一

人の上 に私の祝福 を残 したい と強 く望んでいます。世の罪

に染 まることなくこの世で生活することがで きるように,

このことをいつ も忘れないようにして ください。

キ リス トの真の光 を輝かし,主 のみ名 に栄光 を帰して生

活する決意をして ください。皆さん一人一人が その呼びか

けをはっきりと聞 き取 り,真 理 と義を守れるように,イ エ

ス･キ リス トのみ名 によってお祈 りいたします。アーメン。

エズラ･タ フ ト･ベ ンソン大 管長 を囲 むアーデス･G･カ ップ姉妹 と,ブ リ

ガム･ヤ ング大 管長に扮 した俳優 ジ ェームズ･ア ー リン トン。1869年 に,ヤ

ング大管長 によって｢リ トレンチメ ン ト協 会女子部｣が 組織 され た。





｢真理 を守 りましょう｣

中央若い女性会長

アーデス･G･カ ップ

現
代は特別な時代であり,皆 さんは特別な若人です。

きょう私たちは数々の大陸や海 を越え,様 々な文化

の違 いや言葉の壁 を乗 り越 えてひとつに結 ばれ
か ト

デ

し 譜
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区 ています･私 たちは神の娘 として共 に立ち･
イエス･キ リス トの福 音 に対 す る献

身の きず なに よって結 ばれ てい るの

です 。1869年11月28日,ユ タ州 ソル
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私が会った予言者

しモーセが この時代に生 きていた

も とした ら,あ なたは彼を神の予言
者 として受 け入れ られる?｣と 聞 くと,

私のその友人は,｢も ちろん,何 の疑 いも

な く信 じる｣と 答えました。

｢も し彼が今の時代の服 を着 て
,車 を

運転するとしたら,ど う。それで も信 じ

られる。モーセが結婚 していて子供 もい

る とした ら,ど う。 自分の国のために熱

心に尽 くす人だった としたら,ど う。｣

｢モ ー セがそんな人であるはずがない

よ。彼 は神の予言者 モーセだ よ。神 と言

葉を交わ した人 なんだ よ。｣

彼 に とって,モ ーセが現代人 と同 じ格

好 をしているなどということは,考 えも

しなかったことなのです。彼の考 えから

すれば,自 分 と同じ時代 の人間の中に,

神 のみ名 によって語 り,行 動する予言者

が存在するな どとい うことは想像 もでき

なかった ことなのです。

私は彼 に言い ました。｢前 に予言者 に

会 ったことがあるの。彼 は立派 なビジネ

スマ ンで人々からとても尊敬されていた

わ。それで奥 さんや子供 もいて,国 のた

めに熱心に尽 くすすばらしい人だ ったわ。

その人 に会 ったのは私が まだ子供の ころ

だったけれど,私 は確かに彼が神の予言

者だ とい うことがわかったの。｣

それは1937年,ド イツのハ ンブルグで

のことで した。 その年 ヒーバー･J･グ

ラ ン ト大管長はヨーロッパの伝道部 を巡

歴してい ました。私たち家族が所属 して

いた支部は,工 場が建て込み,多 くの人

がひしめき合 って住 んでいる地 区の裏通

りにある,石 鹸工場 のホールを借 りて集
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